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保健体育科 単位数 ３ 学年 ２年２～７組

体育 必修・選択 コース選択

担当者

教科書 現代保健体育

１．ねらい・目標

運動の合理的な実践を通して、運動技能を高め運動の楽しさや喜びを深く味わうことができるよう

にするとともに、体力の向上を図り、公正、協力、責任などの態度を育てる。また健康・安全に留

意し、自主的な学習態度を身につけ生涯を通じて継続的に運動ができる資質や能力を育てる。

２．授業の進め方や学習方法

２年生の体育の授業はオリエンテーションから始まり、体育の目標と授業を受ける心構えや諸注意

等の確認を行う。各学期の１～３時間目に体育理論・体つくり運動（集団行動）を行う。また各単元

（種目）の、①『球技』はバスケットボール・バレーボール・サッカー・ハンドボール・ソフトボー

ル・バドミントン・卓球の７種目の中からコース選択して行う。内容はルールや基礎基本の技能を高

め、ゲームの楽しさや喜びを味わうことが出来るようにする。②『水泳』は泳力向上だけではなく安

全面や体調面も考慮して行う。③『武道』（空手）は礼儀作法や基本技能を高め、型を習得し発表が

できるようにする。④『ダンス』は創作ダンス・現代的なリズムのダンスを行う。⑤『陸上』は短距

離走・跳躍・投てきの中から選択して行う。また校内マラソンに向けて長距離走も行うが、安全面で

生徒の体調に注意して行う。⑥『器械運動』はマット運動を行い、互いに協力し技を習得する。また

安全に留意し練習や発表ができるようにする。

①～⑥までの種目においては生涯スポーツにつながるような学習内容にする。

３．副教材・参考書

１．副教材 アクティブスポーツ

２．参考書

４．評価

１・２学期の単元（種目）の実技テスト・授業態度・学習カードなど関心・意欲・思考・判断・知

識・理解等を総合的に判断し（仮）評価する。実技テストを受けられない生徒（ケガや体調等で）は、

課題等を課し、（仮）評価する。また持久力走テストを必修とし、理由なしで受けない生徒は評価し

ない。

５．その他（履修上の留意点等）

体育の授業を通して、各種目の特性とスポーツのルールや歴史を理解し、運動に親しむことがで

きるように生涯にわたるスポーツライフの基礎を習得できるように配慮する。
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６．授業計画（進度表）２～７組男女

期 月 単 元 学 習 内 容 留 意 点

４ オリエンテーション 〇体育の目標・授業を受ける心構え等を 体育学習の意義

体育理論 理解し、コース選択制授業の意義や内容 やその学び方を知

体つくり運動 について理解する。 る。

〇運動の実践と理論との一体化を図り、 スポーツの必要性

体育・スポーツの知識を理解できるよう ・運動の学び方・

にし、体ほぐしの行い方と体力の高め方 体力の高め方につ

１ を実践的に工夫する。 いて知る。

５ Ａ水泳 〇自己の能力に応じてクロール・平泳ぎ 安全な水泳学習と

Ｂ水泳 をマスターし技能を高め、早く泳いだり、 教えあい学習をめ

長く泳いだりすることを身に付ける。 ざす。

Ｃ球技（バレーボール） 〇ネットをはさんでボールを打ち合い得 ゲームを通して

学 点して競うネット型のゲームを理解し、 バレーボールの楽

パス・レシーブ・サービス・スパイクな しさを味わう。

どを身に付ける。

Ｄ球技（バドミントン） ○ネットをはさんでラケットでシャトル ゲームを通して

を打ち合い得点するゲームの特性を理解 バドミントンの楽

し、ハイクリア・ドライブ・スマッシュ しさを味わう。

期 ６ などを身に付ける

Ａ武道（空手） ○基本的な動作を身につけ形の技能練習 礼法を重んじ、安

Ｂ武道（空手） を行う。 全面には最大限に

配慮する。

Ｃダンス（創作・リズム） 〇表したいテーマを全身の動きで自由に リズムにのって踊

Ｄダンス（創作・リズム） 表現する創作ダンスの特性を理解する。 る楽しさを体験す

７ グループで選曲し作品をつくり発表す る。

る。

９ 体育理論 〇運動の実践と理論との一体化を図り、 スポーツの必要性

体つくり運動 体育・スポーツの知識を理解できるよう ・運動の学び方・

にし、体ほぐしの行い方と体力の高め方 体力の高め方につ

を実践的に工夫する。 いて知る。

２ Ａ陸上（選択） ○自己の能力に応じて競争・投てきの技 自分の限界（記録）

能を高め、競技したり、記録を高めたり に挑戦をする。合

することが出来るようにする。 理的な練習を計画

10 的に行う。

Ｂ器械運動（マット） 〇自己の能力に応じてマット運動の技能 合理的な練習を計
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を高め、技が円滑に出来るようにする。 画的に行う。

Ｃ水泳 〇自己の能力に応じてクロール・平泳ぎ 安全な水泳学習と

学 Ｄ水泳 をマスターし技能を高め、早く泳いだり、 教えあい学習をめ

長く泳いだりすることを身に付ける。 ざす。

Ａ球技（バレーボール） ○１学期球技（バレーボール）に同じ。

Ｂ球技（バスケットボール） 〇相手との攻防の中でボールを運びゴー ゲームを通して

11 ルにシュートして得点を競うことを理解 バスケットボール

する。個人技能のパス・キャッチ・ドリ の楽しさを味う。

期 ブル・シュートなどを身に付ける。

Ｃ器械運動（マット） 〇自己の能力に応じてマット運動の技能 合理的な練習を計

を高め、技が円滑に出来るようにする。 画的に行う。

12
陸上（長距離走） 〇自己の能力に応じて記録の向上の喜び 仲間と競争した

や競争の楽しさを味わうことが出来るよ り、自己の記録に

うにする。 挑戦する。

１ 体育理論 〇運動の実践と理論との一体化を図り、 スポーツの必要性

体育・スポーツの知識を理解できるよう ・運動の学び方・

２ にし、体ほぐしの行い方と体力の高め方 体力の高め方につ

３ を実践的に工夫する。 いて知る。

Ａ球技（サッカー） 〇攻防の中で手を用いないでボールを運 ゲームを通して

び、ゴールにシュートして得点するゲー サッカーの楽しさ

ムの特性を理解し、パス・ドリブル・へ を味う。

ディング・トラッピング・シュートなど

学 を身に付ける。

３ Ｂ球技（ソフトボール） 〇攻撃側と防御側に分かれて得点を競う 自分が出来るポジ

野球型のゲームの特性を理解し、個人技 ションを見つけ、

能のキャッチボール・バッティングを身 ゲームが出来るよ

に付ける。 うにする。

期

Ｃ球技（卓球） 〇テーブル上のネットをはさんでラケッ ゲームを通して

トでボールを打ち合い競うことを理解 卓球の楽しさを味

し、フォアハンド・バックハンド・ショ わう。

ート・カットなどの打法を身に付ける。

Ｄ球技（バスケットボール） 〇２学期球技（バスケットボール）に同

じ。


